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成功 試投 成功 試投 成功 試投 OR DR TOT
0 * 1 4 2 5 2 2 1 1 5 6 0 9 3 0
15 * 0 0 7 14 2 2 0 3 4 7 3 1 2 0
37 * 0 0 7 14 1 1 0 1 2 3 2 2 2 1
60 * 0 0 1 4 1 2 4 1 2 3 1 1 0 1
76 * 0 0 3 5 1 2 3 3 4 7 2 1 1 0
2 0 0 4 2 5 0 0 1 0 4 4 1 0 2 0
5 0 1 2 0 1 0 0 0 0 1 1 0 0 1 0
10 0 0 0 0 1 0 0 1 0 0 0 0 0 0 0
12 0 0 0 3 9 2 4 1 2 3 5 2 1 1 0
18 0 0 0 3 5 1 1 0 2 1 3 0 0 0 0
24 0 0 0 1 1 0 0 1 1 0 1 1 0 0 0
29 0 0 2 2 5 0 0 2 2 2 4 2 1 0 0
34 0 0 1 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

0 - - - - - - - - - - - - - -
0 - - - - - - - - - - - - - -

0 1 3 4 0
2 13 31 69 10 14 14 17 31 48 14 16 12 2

成功 試投 成功 試投 成功 試投 OR DR TOT
0 * 0 1 1 2 1 2 1 0 3 3 5 0 0 1
1 * 0 4 1 5 0 0 1 1 0 1 1 0 0 0
19 * 0 0 0 0 0 0 1 0 3 3 0 0 0 0
26 * 1 2 2 11 1 2 2 4 7 11 2 1 0 1
75 * 3 6 2 8 2 2 0 3 2 5 6 0 0 0
10 0 0 1 1 2 0 0 2 1 0 1 0 0 1 0
12 0 0 0 1 4 0 0 4 1 0 1 0 0 0 1
22 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
23 0 1 2 0 0 0 0 3 0 1 1 0 1 0 0
27 0 3 7 7 10 0 1 0 0 1 1 2 0 1 0
34 0 0 1 2 3 0 0 0 2 0 2 0 2 2 0
35 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 1 0 0 0
45 0 0 1 0 5 0 0 1 3 3 6 1 4 0 0
88 0 0 0 0 0 0 0 1 1 3 4 1 0 1 0

0 - - - - - - - - - - - - - -
0 0 1 1 1
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2014年度関西学生バスケットボールリーグ戦
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露口　亮太 -
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Team / Coach:
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15.4% 44.9% 71.4%

大阪産業大学
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田中 広希 2
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佐藤 俊博 0
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井島 啓貴

-

津江 彰太 0

7
元田 大貴 8

石塚 渉 2
川武 雅幸 4
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同志社大学

№ Ｓ 選　手　名 AS MINＦＴ Ｆ REBOUND TO BSST

改田 賢太 3

62

敗チーム

6

20

３Ｐ ２Ｐ

-

PTS

勝チーム
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勝ち点　６

12.40.00
会　　場 近畿大学記念会館

同志社大学

荒谷 優斗 4

男子 １部リーグ戦
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神門 千郎 3

記録 関西学生バスケットボール連盟

33
谷口 淳 16 30
田野 司

大阪産業大学

主審 大野　哲広 副審 志村　伊織

勝ち点　０
コ ー ト

戦評
総括、大会7日目の第2試合は、ディフェンスが堅い大阪産業大学 対 オフェンス力が持ち味の同志社大学のカード
となった。立ち上がり、流れを掴んだのは同志社だった。ディフェンスリバウンドからの速攻や#0田野のアシストにより
着実に点を加え点差を引き離していく。一方、大産大は始めは同志社に流れを掴まれたものの#26宮武の3Pシュート
を皮切りに、流れを少しずつ引き寄せ点差を縮めていく。だが序盤の同志社のリードは変わらず39-23同志社リードで
前半を終える。後半開始互いにシュートが決まらず苦しい時間が続く。だが同志社がディフェンスから大産大のターン
オーバーを誘い得点を加え引き離しにかかる。大産大も負けじと#27佐々木の連続3Pシュートにより広がった点差を
縮めるも序盤のリードをひっくり返す事が出来ず78-62で同志社が勝利を飾った。
第1ピリオド、ジャンプボールから最初に速攻で点数を取ったのは同志社#15谷口。そこから流れにのった同志社は
立て続けに点数を加える。大産大は激しいディフェンスから同志社の流れを切ろうとするも、同志社は得意のディフェ
ンスからの速攻でさらに得点加え、残り4分大産大はタイムアウトを取る。同志社は激しいディフェンスから#0田野のア
シストにより大産大を引き離しにかかる。残り2分大産大の流れにもっていこうと#26宮武が3Pシュートを決めるも差が縮
まらず、24-8同志社リードで第1ピリオドを終えた。
第2ピリオド、開始早々同志社はオフェンスリバウンドから得点を加え激しいディフェンスで大産大に得点を与えな
い。残り8分たまらず大産大タイムアウトを取る。大産大はディフェンスリバウンドからすばやいパス回しで#75伊東が3P
シュートを決め点差を縮めていく。同志社は大産大の流れを切ろうと速攻を止めるも大産大の猛攻により、39-23同志
社リードで第2ピリオドを終えた。
　第3ピリオド、開始2分互いに堅いディフェンスで得点を与えない。そのディフェンスを崩したのは同志社だった。同志
社のディフェンスにより大産大はターンオーバーをして同志社#37仲西のレイアップシュートがバスケットカウントにな
り、それを皮切りに点を加えていく。残り6分まで得点がなかった大産大であったが、粘り強いディフェンスからの速攻
や、点差を縮める#27佐々木の3Pシュートなどで一気に点差を縮めた。だが依然変わらず54-37同志社リードで第3ピ
リオドを終えた。
第4ピリオド、開始直後互いに得点を加え流れを渡さない。大産大のディフェンスリバウンドからすばやいパス回しで
#27佐々木の連続3Pシュートで点差を一気に縮めるも同志社#76佐藤の決死のリバウンドにより大産大の猛攻を振り
切り78-62同志社が勝利を飾った。

試合ＮＯ

戦評 中野 優太（関西大）
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